
地域まちづくり推進協議会及び補助事業等の実施基準

[基準]＝感染症予防対策の実施

☆ 運営上の対策実施＝「三密」対策ができているか？
「参加者の把握」ができているか？

・参加者制限
～会場の規模の変更

・滞在時間の制限
～開催時間の短縮
～短縮対策の実施(資料の事前配付等)

・適正規模の会場設定
・レイアウトの再構成

～座席間隔，一定の方向，
距離の確保，床への位置表示等

・定期的な換気
～30～60分に１回
窓，入口の開放
２方向からの換気

密接の回避

密集の改善 密閉の解消

・事務局による参加者の把握（連絡先等）～不測の事態への対応(接触者確認)

参加者名簿の作成[必須]
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・事前に徹底した感染症対策のアナウンス⇒「新北海道スタイル」
・チラシ等の配付[推奨]～感染症対策のお願い(マスク着用，体調確認のお願いなど)

・会場受付の設置[推奨]～水際対策，個別説明の徹底，感染症対策のチラシの掲示

⇒参加者の体調により，参加自粛(お断り)をお願いすることも…

参加者への周知の徹底[推奨]

☆ 衛生対策の実施

・事前にマスク着用の周知[必須]
～非着用者は，自粛要請or予備
マスク配付

[要検討]主催者による
予備マスクの確保

マスクの着用[必須]

No.2

・参加者の消毒（手指）～会場入場時

・施設・機材等の消毒～会場使用前後

[要検討]主催者による消毒液の確保

消毒の実施，・手洗いの励行[必須]

⇒ 施設管理者と要調整

・事前に体調確認の周知
～例：37.5℃以上or平熱＋1℃以上

なら参加自粛を要請

・当日の体温測定
～会場or自宅での事前測定

[要検討]主催者による体温計
の確保～非接触型もあり

体調確認の実施[必須]


